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サービス種別ごとの基準
【地域密着型サービス・指定相当サービス】
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この章では、各サービスの基準について、特に令和６年度の運営指導
で指摘のあった事項を改善の趣旨とともに解説します。
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運営指導の指摘事項について

地域密着型通所介護
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基準 No 指摘事項 改善の趣旨

従業員の員数につ
いて

1 生活相談員について、必要な資格
を有していることが不明な者がい
た。

生活相談員は、社会福祉法第19条第１項各号のい
ずれかに該当する者又はこれと同等以上の能力を
有すると認められる者とすること。

設備及び備品等に
ついて

2 相談室の場所が届出と異なってい
た。

相談室を変更した場合は10日以内に市町村長に届
け出ること。

心身の状況等の把
握について

3 サービス担当者会議の記録がなく、
他の保健医療サービス又は福祉
サービスの利用状況を把握してい
ることが分からなかった。

地域密着型通所介護の提供にあたっては、サービ
ス担当者会議等を通じて、利用者の心身の状況、
その置かれている環境、他の保健医療サービス又
は福祉サービスの利用状況の把握に努めること。

サービスの提供の
記録について

4 ・送迎を行っていることが記録上
確認できない者がいた。
・サービス提供時間の記録と実績
に相違があった。

利用者及びサービス事業者が、その時点での区分
支給限度基準額との関係やサービスの利用状況を
把握できるようにするために、指定地域密着型通
所介護事業者は、指定地域密着型通所介護を提供
した際には、提供日、サービス内容、保険給付の
額その他必要な事項を、利用者の居宅サービス計
画の書面又はサービス利用票等に記載しなければ
ならないこと。
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基準 No 指摘事項 改善の趣旨

利用料等の受領に
ついて

5 実際の利用日数より多く食事代が
請求されていた。

食事の提供に要した費用について利用者に負担さ
せることが適当と認められる分を正しく請求する
こと。

地域密着型通所介
護計画の作成につ
いて

6 利用者の心身の状況、希望及びそ
の置かれている環境等、日常生活
全般の状況把握が不十分だった。

利用者の心身の状況、希望及びその置かれている
環境を踏まえて、機能訓練等の目標、当該目標を
達成するための具体的なサービスの内容等を記載
した個別サービス計画を作成すること。

7 地域密着型通所介護計画が作成さ
れていないものがあった。

指定地域密着型通所介護事業所の管理者は、利用
者の心身の状況、希望及びその置かれている環境
を踏まえて、機能訓練等の目標、当該目標を達成
するための具体的なサービス内容等を記載した地
域密着型通所介護計画を作成すること。

8 地域密着型通所介護計画について、
サービスの提供に関わる従業者が
共同で作成したことが分からな
かった。

地域密着型通所介護計画は、サービスの提供に関
わる従業者が共同して個々の利用者ごとに作成し
たことが分かるようにすること。

9 地域密着型通所介護計画について、
利用者に交付したことが分からな
かった。

当該地域密着型通所介護計画を利用者に交付した
ことが分かるようにすること。
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基準 No 指摘事項 改善の趣旨

地域密着型通所介
護計画の作成につ
いて

10 地域密着型通所介護計画の実施状
況や目標の達成状況について、記
録が不十分だった。

地域密着型通所介護計画の目標及び内容について
は、利用者又はその家族に説明を行うとともに、
その実施状況や評価についても説明を行うこと。

11 地域密着型通所介護計画の実施状
況や評価について、利用者又はそ
の家族に説明していることが分か
らなかった。

勤務体制の確保等
について

12 従業者の資質向上に係る研修の機
会を確保していなかった。

従業者の資質の向上のために、その研修の機会を
確保すること。

13 地域密着型通所介護従事者の中に、
認知症に係る基礎的な研修を受講
していないものがいた。

全ての地域密着型通所介護従業者に対し、認知症
介護に係る基礎的な研修を受講させるために必要
な措置を講じること。

業務継続計画の策
定等について

14 感染症や非常災害発生時のサービ
スの継続実施及び早期の業務再開
の計画（業務継続計画）の策定及
び必要な措置を講じていなかった。

指定地域密着型通所介護事業者は、感染症や災害
が発生した場合にあっても、利用者が継続して指
定地域密着型通所介護の提供を受けられるよう、
業務継続計画を策定するとともに、当該業務継続
計画に従い、必要な研修及び訓練（シミュレー
ション）を実施すること。また、従業者に対し、
業務継続計画について周知するとともに、必要な
研修及び訓練を定期的に実施すること。

15 地域密着型通所介護従業者に対し、
業務継続計画について周知を行っ
ていなかった。
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基準 No 指摘事項 改善の趣旨

非常災害対策につ
いて

16 非常災害に関する具体的計画の内
容が不十分だった。

事業者は非常災害に際して必要な具体的計画の策
定、関係機関への通報及び連携体制の整備、避難、
救出訓練の実施等の対策の万全を期すこと。また、
避難、救出訓練を実施した際は記録に残しておく
こと。

17 非常災害発生時の連絡体制が最新
のものに整備されていなかった。

18 非常災害計画に沿った定期的な避
難、救出その他必要な訓練が行わ
れていることが分からなかった。

19 非情災害に関する具体的計画が立
てられておらず、非常災害時の関
係機関への通報及び連携体制が整
備されていなかった。

20 非常口の標示がない箇所があった。 非常口には、非常口であることが分かるよう標示
をすること。

衛生管理等につい
て

21 感染症の予防及びまん延の防止の
ための指針が整備されていなかっ
た。

感染症の予防及びまん延の防止のための指針を整
備し、指針には、平常時の対策及び発生時の対応
を規定すること。

22 感染症の予防及びまん延の防止の
ための対策を検討するための委員
会を開催していなかった。

感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検
討する委員会をおおむね６月に１回以上開催する
とともに、その結果について、従事者に周知徹底
を図ること。
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基準 No 指摘事項 改善の趣旨

広告について 23 パンフレットに記載されている内
容について、現状と相違があった。

指定地域密着型通所介護事業者について広告をす
る場合においては、その内容が虚偽又は誇大なも
のでないようにすること。

地域との連携等に
ついて

24 運営推進会議の議事録を公表して
いなかった。

指定地域密着型通所介護事業者は、運営推進会議
における報告、評価、要望、助言等についての記
録を作成するとともに、当該記録を公表すること。

事故発生時の対応
について

25 サービス提供時に発生した事故に
ついて、市への報告がされていな
いものがあった。

利用者に対する地域密着型通所介護の提供により
事故が発生した場合は、市、当該利用者の家族、
当該利用者に係る指定居宅介護支援事業者に連絡
を行うとともに、必要な措置を講じなければなら
ない。今後、発生した事故については、市に速や
かに事故報告書を提出すること。

虐待の防止につい
て

26 虐待の防止のための指針が整備さ
れていなかった。

指針に盛り込むべき項目を踏まえて、虐待の防止
のための指針を整備すること。

27 虐待の防止に関する措置を適切に
実施するための担当者を設置して
いなかった。

虐待を防止するための体制として、必要な措置を
適切に実施するための担当者を置くこと。

薬の管理について 28 利用者の薬について、利用者の手
の届く範囲に保管していた。

誤薬を防ぐため、薬は利用者の手の届かない場所
に保管すること。
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基準 No 指摘事項 改善の趣旨

個別機能訓練加算
について

29 個別機能訓練計画の作成について、
機能訓練指導員等が共同して作成
したことが分からなかった。

機能訓練指導員等が共同して、利用者ごとにその
目標、目標を踏まえた訓練項目、訓練実施時間、
訓練実施回数等を内容とする個別機能訓練計画を
作成すること。

30 3月に1回以上、利用者の居宅を訪
問し、利用者の居宅での生活状況
の確認を行い、利用者又はその家
族に対して、実施状況や効果等に
ついて説明したことが分からな
かった。

個別機能訓練を開始した後は、個別機能訓練項目
や訓練実施時間、個別機能訓練の効果等について
の評価を行うほか、３月に１回以上、利用者の居
宅を訪問し、利用者の居宅での生活状況の確認を
行い、利用者又はその家族に対して個別機能訓練
の実施状況や個別機能訓練の効果等について説明
し、記録すること。

31 機能訓練指導員の勤務時間と機能
訓練の実施時間について、整合性
が取れておらず、機能訓練指導員
から直接機能訓練の提供を受けた
か不明な利用者がいた。

個別機能訓練加算を算定する際は、機能訓練指導
員から直接機能訓練の提供を受けた利用者のみが
当該加算の対象となるため、勤務時間との整合性
を図ること。

口腔機能向上加算
（Ⅰ）について

32 口腔機能向上サービスの提供が必
要と認められる者であるか分から
なかった。

口腔機能向上サービスの提供が必要と認められる
者であるか確認すること。

入浴介助加算 33 入浴介助に関わる職員に対し、入
浴介助に関する研修等を行ってい
なかった。

入浴介助に関わる職員に対し、入浴介助に関する
研修等を行うこと。



SMILE CITY MIYAKONOJO 幸せ上々、みやこのじょう

運営指導の指摘事項について

指定相当通所型サービス
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基準 No 指摘事項 改善の趣旨

指定相当通所型
サービスの具体的
取扱方針について

1 指定相当通所型サービス計画につ
いて、利用者に交付したことが記
録上分からなかった。

指定相当通所型サービス計画及び元気アップデイ
サービス計画を作成した際には、当該計画を利用
者に交付すること。また、交付したことを記録し
ておくこと。

元気アップデイ
サービスの具体的
取扱方針について

2 元気アップデイサービス計画につ
いて、利用者に交付したことが記
録上分からなかった。

サービスの提供の
記録について

3 指定相当通所型サービス・元気
アップデイサービスを提供した際
の具体的なサービス内容が確認で
きなかった。

指定相当通所型サービス・元気アップデイサービ
スを提供した際は、提供した具体的なサービス内
容等の記録を残すこと。
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運営指導の指摘事項について

指定相当訪問型サービス
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基準 No 指摘事項 改善の趣旨

衛生管理等につい
て

1 感染症の予防及びまん延の防止の
ための対策を検討する委員会の結
果について、従業者に周知したこ
とが分からなかった。

指定相当訪問型サービス事業所における感染症の
予防及びまん延の防止のための対策を検討する委
員会をおおむね６月に１回以上開催するとともに、
その結果について、従業者に周知徹底を図ること。

虐待の防止につい
て

2 虐待の防止のための対策を検討す
る委員会の結果について、従業者
に周知したことが分からなかった。

指定相当訪問型サービス事業所における虐待の防
止のための対策を検討する委員会を定期的に開催
するとともに、その結果について訪問介護員等に
周知徹底を図ること。

指定相当訪問型
サービスの具体的
取扱方針について

3 指定相当訪問型サービス計画につ
いて、利用者に交付したことが記
録上分からなかった。

指定相当訪問型サービス計画を利用者に交付した
ことが分かるようにすること。
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運営指導の指摘事項について

認知症対応型共同生活介護

基準 No 指摘事項 改善の趣旨

管理者について 1 常勤の管理者を配置していない月
があった。

指定(介護予防)認知症対応型共同生活介護事業者
は、共同生活住居ごとに専らその職務に従事する
常勤の管理者を置くこと。

指定認知症対応型
共同生活介護の取
扱方針について

2 身体拘束等の適正化のための対策
を検討する委員会の結果について、
介護従業者その他の従業者に周知
したことが記録上分からなかった。

身体的拘束等の適正化のための対策を検討する委
員会を３月に１回以上開催するとともに、その結
果について、介護従事者その他の従業者に周知徹
底を図ること。

感染管理等につい
て

3 感染症の予防及びまん延の防止の
ための対策を検討する委員会の結
果について、介護従業者に周知し
たことが記録上分からなかった。

感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検
討する委員会をおおむね６月に１回以上開催する
とともに、その結果について、介護従事者に周知
徹底を図ること。

虐待の防止につい
て

4 虐待の防止のための対策を検討す
る委員会の結果について、介護従
事者に周知したことが記録上分か
らなかった。

虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期
的に開催するとともに、その結果について、介護
従事者に周知徹底を図ること。
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基準 No 指摘事項 改善の趣旨

看取り介護加算に
ついて

5 入居の際に利用者又はその家族等
に対して、看取りにかんする指針
の内容を説明し、同意を得ていな
かった。

看取りに関する指針を定め、入居の際に、利用者
又はその家族に対して、当該指針の内容を説明し、
同意を得ること。

認知症チーム推進
体制加算について

6 チームケアを実施するにあたって、
対象者1人につき月1回以上の定期
的なカンファレンスを開催してい
ることが記録上分からなかった。

チームは、ケアの質の向上を図る観点から、チー
ムケアを実施するにあたっては、対象者1人につ
き月1回以上の定期的なカンファレンスを開催し、
BPSDを含めて個々の入所者等の状態を評価し、ケ
ア計画策定、ケアの振り返り、状態の再評価、計
画の見直し等を行うこと。

認知症専門ケア加
算について

7 事業所の従業者に対する認知症ケ
アに関する留意事項の伝達又は技
術的指導に係る会議の内容の記録
が不十分だった。

事業所の従業者に対する認知症ケアに関する留意
事項の伝達又は技術的指導に係る会議を定期的に
開催すること。また、会議内容について記録に残
しておくこと。
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運営指導の指摘事項について

地域密着型介護老人福祉施設
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基準 No 指摘事項 改善の趣旨

算定届について 1 加算を算定できなくなった時点で、
算定届を市に提出していなかった。

事業所の体制について加算等が算定されなくなる
状況が生じた場合又は加算等が算定されなくなる
ことが明らかな場合、速やかにその旨を市に届け
出ること。
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運営指導の指摘事項について

小規模多機能型居宅介護

基準 No 指摘事項 改善の趣旨

非常災害対策につ
いて

1 避難経路が適切に整備されていな
かった。

避難経路については、非常災害時、避難の妨げに
ならないように整備すること。

算定届について 2 加算を算定できなくなった時点で、
算定届を市に提出していなかった。

事業所の体制について加算等が算定されなくなる
状況が生じた場合又は加算等が算定されなくなる
ことが明らかな場合、速やかにその旨を市に届け
出ること。
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